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＜概要＞ 

東アジアの都市間比較という国際比較的な共

同研究に基づいた活動を中心に進めながら、と

りわけ都市内の特定地域への「社会的不利」の

集中に焦点を当て、そのメカニズムを究明する

ための国際共同による実践的な調査研究(アク

ションリサーチ)を遂行してきた。即ち、実証的

な研究とそこから得られた知見を実践に活かす

ための回路の確保を目指し、当該問題や地域に

関連した関係者との共同研究を行うことで、都

市間協力のネットワークの構築を推し進めてい

る。研究対象地域の範囲は、右表に示す日本を

始めとする東アジアの 4 つの近隣国・地域の都

市部の社会的不利地域(公営住宅団地、エスニックコミュニティ・簡易宿泊所密集地域、被災地域、被

差別部落等)である。これらの地域における最先端の都市問題に対応するため、当該地域における負の

地域効果のプロセスを同定し、かつ可視化していくための指標の開発や生活史のアーカイブ化を試み

る。そしてインクルーシブな地域再生のビジョンの模索と実践手法の開発に向けた研究を行い、当該地

域の地域実践に応用していく点に、本研究の特色と社会的意義がある。上記した各々の都市に散在する

不利地域は、日本のみならず東アジアに通底する都市問題であることがこれまでの共同研究や相互交流

のプロセスの中で明らかになっており、既にそれらの基礎的な理解を得るための入門書を共同研究者の

協力によって刊行した( 全泓奎編（2016）『包摂都市を構想する：東アジアにおける実践』、法律文化社)。 

＜アピールポイント＞ 

昨今、グローバルな都市再編のなか、貧困や社会的排除の拡大に関心が高まっている。しかし、社会

的排除がどのように地域やある特定のコミュニティと結び付いていくのかについての関心は低いまま

である。地域やコミュニティをより包摂的な形に組み替えていくことが、このような問題の解決に繋が

る道筋を作る。それを実現していくための地域再生の手法は東アジアの都市で共有され、各都市間を往

還しながら、都市行政、研究者、NPO スタッフ間による都市ネットワークのプラットフォームを構築し

てきた(全 6回実施済みの東アジア包摂都市ネットワークワークショップ、下記ＵＲＬ参照)。 

＜利用・用途・応用分野＞ 

いわゆる社会的不利を被っている地域の再生や、コミュニティビジネスなどを考える際に応用可能な

分野である。なお、それを実現するためには、地元コミュニティ主導の実践のみならず、都市行政や当

該テーマに関わる利害関係者間の相互交流や、その担い手となる人材育成分野（オンサイトでの研修等）

で応用が可能である。 

＜関連する知的財産権＞ 

特になし。 

＜関連するＵＲＬ＞ 

1）東アジア都市貧困層の居住問題解決に向けて―ソウル国際シンポジウムを開催 

https://www.osaka-cu.ac.jp/ja/news/2015/przfdq 

2）第 6 回東アジア包摂都市ネットワークの構築に向けた国際ワークショップ 報告書(URP Report 

Series 36) 

http://www.ur-plaza.osaka-cu.ac.jp/wp1/wp-content/uploads/2016/05/report-series-36.pdf 

3）第 1回都市研究プラザ国際実践夏季セミナー@ソウル 報告書(URP Report Series 37) 

http://www.ur-plaza.osaka-cu.ac.jp/wp1/wp-content/uploads/2016/05/URP_report37.pdf 

＜他分野に求めるニーズ＞ 
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